
The way is open where there is a will 

～意志あるところに道は開ける～ 
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令和７年７月１日 

中学生の皆さんへ 

 

キャリア教育部 

 

 7月・８月は、夏休みもあり、自分で考えて使える時間が普段よりたくさんあります。 

何をしますか？将来（社会の変化）を見据えて、今自分にできることをしっかりやってほし

いです。行動することが重要です。 

 

 以下の＊印を考えてみてください。 

＊どんな社会になっていくのでしょうか。 

   お金を使わなくなり、生成ＡＩの活用が当たり前になり、３Ｄプリンターで家を作る 

ことができ、iPS細胞由来の心筋細胞シートが開発され、ドローン配送がもうすぐ始ま 

り、自動運転システムが構築され、人手不足がより深刻になり、いつ地震が起きても 

おかしくなく、世界の秩序も変化しています。 

若いみんなだから敏感に感じることがあると思います。今までの価値観が崩れ、新し 

い価値観が生まれるのは必然です。 

＊その中でどのように生きていこうと考えているのでしょうか。 

   新しい価値観を他人任せにするのではなく、自分自身で創っていってほしいです。 

成功ばかりではなく、失敗もあるでしょう。でも、失敗を恐れずにどんどん挑戦して 

ほしいです。「失敗は成功のもと」です。 

＊具体的に自分は何をしたいのでしょうか。 

   具体的なことを決めるのは難しいですが、何か目標を決めて進んでいくことが大切 

です。軌道修正しながら進んでいけばよいのです。進んでいるうちに自分のやりたい 

ことが明確になっていきます。それでいいのです。自分を成長させるために転職するの 

が当たり前になってきています。 

 

 さて、ある程度自分の考えがまとまったら、あとは、行動するのみ。「座学だけではなく 

いろんなことを学んだなあ」といえる夏休みにしてください。人として成長することが大切

です。 

 

 



とはいうものの、なかなかやる気が出ない日もあるでしょう。そこで、心のエネルギーに

してほしいと思い、日めくりカレンダーに書かれていたものを紹介します。 

 

・現状に合わせて夢を格下げしてはいけない 

   学生時代の恩師の言葉。「怠けられる方、楽な方を人間は選びたくなるけれど、 

もっと上を見ないとだめだよ」と教えてくれた。 

  ・・・・特に 3 年生に伝えたいです。人生 100 年の時代に 15 歳で夢を格下げする 

なんてありえない！追い求めるから人生なのです。 

 

・どんなことも必ずあなたに宝物を与えてくれる。気付かないうちに。 

   大学受験に失敗し、これからの人生や自分自身と深く向き合っていたときに祖父が 

掛けてくれた言葉です。今は気付かなくても、成長しよう、大人になろうと思ってした 

こと、進んだ道のすべてがいつか背中を押してくれるものになるんだなと、気付かせて 

くれた言葉です。 

・・・・ここに書かれている通りだと思います。無駄な努力に思えるようなことも無駄 

にはなっていないのです。努力そのものが自分の力になっているのです。 

 

・今、自分にできることをやっていくのが人生よ。 

   人生思い通りにいかなくて悩んでいたときに母がくれた言葉です。 

  ・・・・今自分にできることは何でしょうか。それをやっていくしかありません。その 

積み重ねが人生なのですね。後で振り返ると思い出になっているのです。 

 

 最後に、「あなたの魅力って何ですか。あなたは何が得意で、何ができますか。」と 

聞かれたときに、何と答えますか。答えられるものを身につけるために学んでいるのです。

努力も必要です。 

 皆さんは新しい何かを創ることができる時代に生きているのです。楽ではありませんが、

可能性が大きく、楽しみではありませんか。ワクワク感をもって生きていきましょう。 

それが個人の幸せ、日本の発展につながっていくのではないでしょうか。 

 では、充実した 2か月を過ごしてください。 

 つばさ総合高校では、学校見学会・つばさの授業がありますので、是非、参加してみてく

ださい。ＨＰを見てね。お待ちしております。 

 


